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□当初要求□当初予算案□補正予算案■点検

kokoro@pref.nagano.lg.jpE-mail

総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

８つの重点目標

課・室

事業番号 15 06 01 事業改善シート（令和元年度実施事業分）

事業名 生徒指導推進事業費
部局 教育委員会事務局

実施期間 Ｓ58

心の支援課

・インターネット利用の低年齢化が進み、依存傾向もみられる
ことから、学校と保護者が連携した予防的取組が必要。

・民間団体と連携した実態調査を行い、その結果に基づい
た保護者への啓発や教職員向け研修会を実施。

成果指標
設定理由

①②
いじめ、不登校、暴力行為などの背景にある家庭的な問題に対して、社会福祉や精神保健福祉の専門家であるSSWが介入し総
合的な支援をすることにより、児童生徒を取り巻く環境等の改善を目指すため、成果目標に設定。

合計（A) 324,854

総合的に展開する
重点政策

1-2地域とともに取り組む楽しい学校づくり

H29年度

事業の現状
・目指す姿
(予算編成時)

【現状】
・不登校児童生徒在籍比が依然高い。
・いじめ認知件数が増加傾向にある。
・インターネットやスマホ等の利用に起因する問題が増加している。
【目指す姿】
・不登校、いじめなどの未然防止、早期発見、早期対応のための支援体制の充実
・いじめや不登校など児童生徒及び保護者の悩みについて、安心して相談できる相談体制の充実
・性被害防止に関する指導・情報モラル教育による、子どもたちの「危険を察知し回避する力」の育成
【実施内容】
・スクールカウンセラーによる心理面の支援
・スクールソーシャルワーカーによる福祉面の支援
・学校生活相談センター（24時間フリーダイヤル）やＬＩＮＥによる相談対応など

区分（単位：千円） H30年度 R１年度

No 成果指標

1

5-1多様性を尊重する共生社会づくり

4-4生命・生活リスクの軽減

・不登校児童生徒の声を聴き、ニーズに合った支援を行うこと
が求められており、そのための多様な学びの支援の在り方を研
究する必要がある。

・知事部局と連携し、民間の支援団体等と連携した不登校
支援の在り方を検討。

・不登校の増加や長期化に対応するため、スクールカウンセ
ラーによる予防的取り組みや、スクールソーシャルワーカーに
よる市町村の福祉部局との連携が必要。

・スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーの
配置時間を拡充し、予防的取り組みや市町村福祉部局と連
携した支援を実施。

61.9

1,218

50.0

1,300

達成状況
の分析

・ＳＳＷを増員し市教委へ配置したことにより、福祉との迅速な連携が可能となり連携ケースが増加した。
・ＳＳＷの資質向上を図る取組（研修会、事例検討会の充実）により支援の質の向上を図ったが、目標値は上回ったもの
の、継続して支援が必要なケースが増加したことなどにより改善が図られたケースが減少した。

主な取組

✔長野県不登校児童生徒への支援の在り方懇談会を開催

    ・不登校経験者、民間の不登校支援者、学校関係者等により不登校支援の在り方を協議

✔スクールカウンセラーによる予防的・早期発見の取組を実施

    ・全小学１年生に心理プログラム等を活用した授業の実施

　・スクリーニング会議による支援が必要な児童生徒発見の取組

✔スクールソーシャルワーカーによる児童生徒を取り巻く環境等の改善に向けた総合的支援

    ・教育事務所及び11市教育委員会へ配置、地域の福祉部局と連携した支援体制を構築

✔24時間相談電話（フリーダイヤル）及びＳＮＳ（ＬＩＮＥ）による相談体制の充実

    ・全国に先駆けて実施したＬＩＮＥによる相談は３年目。年齢の近い大学生等が相談に

    対応するピア・デイを新たに設け、相談者の悩みに寄り添った支援を実施

今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

課題等 今後の方向性

9 9

334,712316,222

職員数（人）

うち一般財源 216,638 222,644

1,818

56.8

LINE相談画面ｲﾒｰｼﾞ
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細事業名

直接

・全ての小･中学校へ配置、県立高校及び特別支援学校へ派遣
・長期欠席している児童生徒への訪問支援
・緊急派遣（台風19号災害を含む）の実施

スクールソーシャルワー
カーによる福祉的支援

スクールカウンセラーに
よる心の支援

直接

細事業
No.

2

3

2

1 学校生活相談センター

細事業を構成する主な取組

いじめ・不登校総合対策

・フリーダイヤルの24時間相談窓口を開設：相談件数828件（延べ回
数1,614回）
・臨床心理士１名を配置、夜間休日は民間に委託

千円 千円
学校生活相談体制充実事業費

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和元年度　実施内容（実績）

2
18,680 18,469

直接

委託

・教育事務所及び市教育委員会に配置し、児童生徒の問題の背景にあ
る家庭的な問題の改善に向けた支援を実施

Ｈ30年度 Ｒ１年度

決　算

直接1

決　算

心の支援課部局

千円
生徒指導推進事業費

実施
方法

事　業　名 生徒指導推進事業費

1
295,731 314,351

千円

No.

委託

令和元年度　実施内容（実績）

長期休業の前後等にＬＩＮＥ相談窓口を90日間開設：相談件数508件
（学校臨時休業（新型コロナ感染症対策）に係る臨時開設（10日間、
83件）を含む）

2
ＳＮＳを活用した相談事
業「ひとりで悩まないで
＠長野」

□当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検

細事業名

事業番号 15 06 01 細事業一覧 （令和元年度実施事業分）

細事業
No.

・高校生を対象としたコミュニケーション力向上研修等　33回
・教員研修会　２回（全ての中学校・県立高校の教員が参加）

直接子どもの自殺対策の推進

Ｈ30年度

決　算

Ｒ１年度

決　算

令和元年度　実施内容（実績）

・いじめ問題対策連絡協議会　２回
・生徒指導総合連絡会議　２回
・長野県不登校児童生徒への支援の在り方懇談会　２回

教育委員会事務局 課・室

1
子どもの性被害防止教育
キャラバン隊の学校派遣

直接
・インターネットを介した性被害を防止するた専門家を学校に派遣
　（年間120回）
・教職員向けの性被害防止のための指導方法等研修会　２回

千円

細事業
No.

1,811 1,892

千円

Ｈ30年度 Ｒ１年度

決　算 決　算
細事業名

性被害防止に向けた指導充実事業費

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

3
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